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節 位 を 異 に し た 庶 茎 の

節 部 に お け る 維 管 束 の 発 達

宮 皇 専管 松

(琉 球 大 学 虚 家 政 工 学 部)

KiyomatsuMIYAZATO:DevelopmentofVascularBtlndle

attheNodeofSugarcalle.

イネ科植物の維管束が節間においては比薮 的 簡 単 な 垂

直走向を示すのに比べて,各維管束の相互 連 絡 の 行 な わ

れる筋部においては複雑に分肢披走す る 節 伽 管 束

(NodalPlexus)の発達すること は 熊 沢 7)が トウ モ ロ

コシ ,猪 ノ坂3),川原4)が稲で報 告 し て い る .

甘煮の野間部における維管束 の 発 達 に つ い て は 多 くの

研究がある1)｡上野11)(ま燕茎の硬度とその内部組鮫との

関係を明らかにし,根帯部の維管束が根原基および芽に

分岐することを認めているが,詳細な 調査は行な われて

いない｡

甘顔の茎は筋位によ って令が異な るために笛の遜芽お

よび器官の生長が採首の節位によ って著 しく差異密生ず

ることは既に明らかにした 9)｡ 従来,燕首の節位による

発響生長の変異は芽の水卦含丑,粛首内の含有成分の多

少などから鋭明されている2)6)那,これ らの他に貯成

毛追分および煎首根によ って吸収された益水分の垢流曹司
とる椎骨鬼の罪過如伺が大きく関lj･するものと考えられ
る｡

人報は筋位を典にする旅装.即ち令の異なる脚茎の師

部附近における推管束の発過を調志した籍展の概礎{･あ

る｡

琴･i3',-AL研究は雄蝶大学フアウンディンヨンの研究肋

鴫･'Lkによる研究の一部である｡

1. 実 験 村■料 お よび二万5蓋

供妖品俄はN:Co.310{･1962年8月15日旭付の甘用 を

FW.,､,1963年8月12日に材料を採】乾した｡

位管束は跡を中JNこして第1回のように脆芽瀞生部 (a

-sec亡ion)および貯部 (N-seCtlon)の横断面と,舵

芽と茎の中心を鮎 a牲断面.これと中心部および#の

近(で荘角に交わるbおよびC捉新帝について切片を作

成して調査した｡節位は常態にしたがい.n兼の斐身瑛

而′ニおける中助と葉柄の接潜部が (n-1)英の集耳の

竹足よりも上に抽出している鼠上位の集の群生している

節を+1とし,艦次下方へ+2,+3,+4 ---とし

た｡

第 1図 材料の切断部位

2.冶 果

① 幕跡集の定向
甘瓜の瀬跡灸WyJ軟節に.おいて 伽 JB条 が 舟 l狩搬 介 す る

部比に鹿入するのか渦 である('JJ･A 6) 机 そ れ よ り

もL郡,ul)も収鬼触管如(筋網他作 火 ) の 分 /lJ'す る抑 他

に入 り込むのもみられる｡灘跡崩蜘I盛 小 に 泣 入 す る耽 さ

はその人ききによ.,て鼎なり,大形の 戯 跡 魚 は 盛 の 中 心

部へ況(入 り込み,此椴的小形のものは 珂 ^ の 松 上;肋 (班

い (rTj:p-sl ,6,ll)･｡
起入 綾 の滋 向をみ る と.n筋に出入した 舶 跡 灸 は ( n

- 1)筋 以 下 {･は払 こ扱 く泣 入することなく, そ の よ Ji

下降 するが ,と きには (礼- 1) 節 {･ieに酢 (基 の rfl心

部 に姥 入 し,そ の綾 ,次第 に周幾 柵 に近 づ くの もみ られ

る ｡

甘 m '/まui碓す る と名 の項 部 にお け る薬 は瀬 棚が 牙 し く

仲 止 して弗 身は短 ′J､とな り,所 uJ花 我 (状 粘 ) とな る

M .花 集 のIgdむ す る軟 軌 こは放 射 JT存 tEしな い｡

こ6)花 雅 の冶金 す る節 ,即 ち花 集節 にお け る繋 跡 灸 をみ

る と徴証 の 節 と同椴 に劣 の 中に焚 く建 入 して下 降 す る も
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のの牲かに.走入した節の紅下で周簸静へ大きく移行す

るのかしばしばみられた｡このように内執 こ走大した集

跡条は入り込んだ側の茎中を下降するのが普 通 で ある

秋 晴には茎の中心部替地えて.入ってきた側とは反対

の茎中を発向するものもみられた｡

なお.伽走灸の上下の合彩戯合は,節部の一水平面上

で行なわれるのではなく.周陵部では薬師の於生部も妨･1

近で紡叙述鰍する机 %-の内部に入るにしたが ってその

位健は漸次下方に移行し.中心部で最も下降する｡

(診 】軒錦 織 雷 東

棚沢7)は トウモロコシの薬 缶部にみられる准雑な網

状の搬 する鮭℡鬼を筋網鰹菅栄 (NodalPIcxtlS)と

呼んでいる机 甘脚の茎を解剖的にみると.脆芽の潜生す

る伊部には棚起する所占臥 府網鮭管瀬が苑過する｡筋網

雌肝瓜は封紙 こおいて雅跡衆が基中に走入し.縦走鮭管

見が 1こ下欄tT'.に辿称する部位よりも上方に卦布するが.

その外過の樹皮は551位によって著しく典なる｡

8-一cctlonによると.節税般野菜は芽の7U坐する側か

ら基の中心神色通り.皮対剛の間接部に及ぶが.苦い節

位は内部への滋大槻鑑が放く.茎の中心部から反対榊の

開披郷にかけてO脚 I痛い (等式2)那.発育の進ん

だ･ト5肺以下の節舵では節部の全面に員って卦布する｡

涜た,簡網継腎厨の卦髄の恕 (執Ii弁解)は般牙の位取

から過ぎか為にしたが って薄くなるが,苦い節位では特

に欄部位における娩適の砦が智しか った｡

b-sectlonをみると+3筋では節網維管束の発達が極

めて不充卦で主として茎の中心部に多く分布するが,+

5節以下の鮒位では涌剛の周縁部に激し,解部の全面に

推ぼ-棟に卦覇する (写轟3.5.6,).筋網維管束の

発生棚 についてはなお詐純な謂勧 †必要であるが,蘇

柴敵では+ユ_節より屯,2つ上位の節にはじめて鮒網維管

髄がみとめられ.拙速灸よりもおくれて発生.した｡

トウモロコシにおいては不定根.または側枝を具えな

い節故でも大観の赤紫を具える節には必ず節網維管束が

射 手する7)というが,甘灘o:場合には膿芽仁潜盛しな

い幼縫物の基部の節および花集節には蔚網維管束が艶逢

しなか ったO等典10をみると幼甘燕で初めて側芽の潜生

する筋.即も初生弊新枕は第6節であれ 第5節以下に

は芽が存在しないが,齢網維管束は第6節以上の節弓師こ

は既に発達しているにもかかわらず.腰芽の潜生しない

下位野ではその発途がみられなか った｡またや穂が充卦

に生長した後に出穂茎の肢芽の菅生しない花楽節を詞遺

した態集は写弟9に示すとおり節網鮮管束の発達がみと

められず.脱藩泉の発途も態か った｡

甘灘の戯評は1軌こ1弊ずつ藩邸 ~るのが普通である

那,双芽の筋もしばしばみられる｡双芽の讃生する筋の

維管束の発達をN-sectlonで示したのが写真13である

が一維管束はそれぞれの芽を中心にして比秘的均等に卦

布走向している｡

更に舷芽の基部に発達する鮭管束をみると.燕茎の発育

にともなって芽の潜生部から次第に茎の内部へ走入する

那.その走向は a-section (写其4.7)および C-

sect至on･(写其8)で明らかなように舷芽を中心にしてほ

ぼ放射状に走向卦布する｡

3. 考 察

稲について桔ノ坂わは.卦げっ前輩 の維管 束が主群

中へ向基鰍 こ発達し.ほぼ同時期に発達する合由雄管束

や周辺部経官吏と連絡し.また.主群の大維管束との連

絡は節網推管束の発達に伴 って完成されると報じ,川原

I)も同じく稲で.節の上部において茎内に侵入した分

けつの柾管束が節網推管束と結合して横走し.その卦げ

っの潜生している鰯の茎内従走維管束と連絡することを

みとめている｡熊沢81は トウモロコシについて勝芽の

維管束が主軸中へ向蜜伽こ発瞥することを報じている｡

甘瀬の場合にも紋芽の維管束は筋の成熟 こともな って

俄 次,蝦芽の胎生部位から茎の内部へ発達するのが認め

られる｡

娘沢7)によれば トウモロコシでは側 芽または不定横

を有しない節でも大過の未然を具える節には必ず節網維

管束が存在し.茎部において一席に分布し,他の維管束

は横に連絡する役目を農しているとい うO山崎13)は水

稲舟げっの発生発育の叡織学的研究により,外部条件は

卦けつ芽の発生に対して何らの影響も及ぼさないことを

明らかにし,猪ノ坂 3)はその一因 としてL卦 げっの発育

に伴う維管束の発生による主稗との相互連絡を勘 デてい

る｡

本調査の結果によると.甘煮の節網維管束の発達は節

の老若と密技な関係があり,若い未熟の節では発達が悪

(.最上位抽出集から数えて下位の第5節あたりで完成

される｡しかも節網維管束の完成する節位が,同膝期に

採取した1節雷の発芽生長の良好 な節位と一致する9)

ことは郡部における部将維管束の発達笹度および維管束

相互の連絡の慮杏が粛啓の初期生育の良否と密接な閑適

のあることを京しているものと考えられる｡また,幼甘

煮の基部の数節は鱗片が着生し.肋芽を香しないが.節

網維管束は秒生芽節位よりも上位の節で発達し.それ以

下の無茅野には認められず.更にまた.出穂茎の花楽節

にも節網維管束の発達しないことなどからみて,骨蕪の

場合には筋網維管束の発達が脆芽の有無と無関係である

とは考えら｣れない｡



宮 里 .･節位を鼻にした燕茎の筋馳こおける維管束の発達

このように甘煮■の蔚網株管束は庶芽の蔚生する筋にの

み発達し,しかも筋の発育温度によってその発達に差異

の坐することは蕉首の素質の良否を決める上から重要な

意義をもつものと考えられる｡甘煮の普通の筋には集お

よび芽が潜生し.板原基を有し.従 って切断された育苗は

節部から芽が伸長し.蕉甫康が出現する｡立毛甘熊では

卦化生長しつつある器官への垂水卦の転流は主として縦

走鮮管束によってなされるが.切断された粛苗の場合に

は節部の横走維管束が大きな役割を巣している｡即ち.

蕪首叔および腰芽と連絡する細 管束の発達の如何は

貯蔵益卦のみならず.蕉首根によって吸収された養水卦

の芽への移行を左右し.従 って幼甘煮の生育に大きな影

野を及ぼすものと考えられる｡

上野 L三日ま甘燕の節部におレヽては維管束が横原基 ,版

穿および集鞘に卦肢を生じて在例錯綜し.節間部よりも

厚膜他 殺の発達が大であれ そのことが茎の硬度と

関係のあることを明らかにしている｡組織の軟い.若い

節位から採坂した煎首は幼甘燕の生長に伴 って比軟的早

い時期に括れるが.成熟した節位の首は衝間部が切断面

から次第に枯れて後もなお.相当長い期間に亘って節部

だけが換金に戟ることがしばしばみられる｡首の貯槻

卦にたよっていた幼甘鹿の生長が漸次独立栄養の時期に

転換していくとはいえ.このように蔚貰内の掛 哨 凍

されて後ま{･も節部が健全であることは,筋部の鮭管束

によって庶首根と穿.即ち幼甘熊との連勝がなされてい

ることを食味し.従って宵の庄和TSにおける瓜舵の蒐過の

良香は脈笛収の持場の蛾朗および持純期間の長短とも閑

地1.,.ひいては幼甘灘の初期生町にも影響な及ぼすもの

と考えられる｡

なお.山崎lわ.西川ら11)は稲の分けつ評が.郷 に

は上に位酔する薬原基Z)菓操の苑部外榊に弗生するこ

とをみとめているが.甘虎の堀割こも成熟した節億では

#が♯脈に相生しているが.生産点に近い誓い筋位では

苛の街並位だ沙t紺と筋の中間から次筋に止位瀕の下冠に

接近しているので桐安と同じことか考えられ,班にこの

ことは川田ら51のShootunitsの脱からみて輿味深

いが.それについてはなお辞細な鋼丑が必賓である｡

以上述べたように甘鹿の街網偉管親は節の内部で一様

に発途するものではなく.評の前金する側{･広く静聴

し.芽の怒生しない花糞節および幼甘燕の基部の散筋に

は発達しな.い｡田部における粧官吏,暗に酢網堆管束の

発達および鮭管束欄在の地熱2)良沓如何は肋蘭の発芽生

見を左右する一因であり.更に師部における組紋の発過

の良否は襟茎の硬度と関係があり.脈富根の授碓および

等缶に脚 を与えるものと考えられる｡

3

摘 要

燕首の節位による生長の差異が,貯蔵紛 および燕盲

板によって吸収された垂水卦の転流を司とる推管束の発

達の良否によっても大きく左右されるものと考えられる

ので燕茎の節部における経管束を筋朗 fj(,こ鰐査した｡

① 集脈に由来する集跡条は普通.上下の慨発条が含

群融合する部位に走入するが,それよりも上部,即ち節

約駈管束の卦称する部位への産人もしばしばみられた｡

走入枝の光跡条は入 った側の茎中を下降するが,時には

茎の中心部を越えて,走入した側とは反対の茎中を走向

するのがみられた｡

② 筋維 管束は筋部において非跡 灸が 豊中に走入

し,髄走灸が上下相il.に速称する部位よりも上部に分布

するが,その発激 ま節の発育に伴 って啓しくなり,完成

された節位では節部の全面に亙 って卦布し,垂艦分布も

大であった.

⑧ 厳芽の恐生しない出棺茎の花髄節および幼甘瀬の

基部の政敵こは節約維管束が罪過しなか った｡

◎ コ田富で生長の良好であ った節位は脚部における

節網粧管束が良く発通しており,淋首の紫Rが継管束の

発過と塔接な関係のあることが考えられた.また,節部

における船級の凝速の良奄如何は舶背振の機能の独由お

よびその薄命とも関連があるものと推察された｡
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】:頂端附近の a-8cctlon.L.T.;集防炎

2:+3節の A-きeCtlon.ち;肝芽

N.P.;筋網継管束

3:+3卸のb-3cctlon.

SⅦmm8ry
Asitisconsidered thatthedevelopment

ofcuLungstakenfrom di恥rentlocationsofa
caneIsnotonJyinfluencedbystoredfoodand
thedevelopmentofprjmordia,butalsobythe
developmentoLvascularbtJndlewhich trans-
locate専W8terandnu.trlents,thedevelopment
ofvascular bundleS 王n various nodes was
sLu.dl¢d.rrhel帥ftraceb.umdlewhichconnects
LothelealveJm COmmOnlyruI】Sintothejoint
orupperalndlowermedullarybundles,but
thoreWereSOmeWhtch ran iJ)tOtheupper
part.i.C.,thopartwherethenodalplexus
aredistributed.Thedepth olaleaftrace
bu皿dlewasdifferentwith thesize;alarge
SiZedoneran.deep. Thebundlewllich ran
intothecanewentroundthecorticaltissue

whereitentered,anditoccasiozlauyranround
beyondthecoreofthecanetotheopposite
partofit.Atthenode.wherean earleave
wasattached,theextensiondepth oftheleas
tracebundlewasshallow andran roundthe

canejustbeneath theepidermaltissue,and
the distribution of medullary bundle was
irregu)aryaz]d,verypoorintheirdevelopment
(photo.1,6,ll).

4:+5筋の a-secrlon.0.R.･,成長帯

5:+5節の b-section.

6:十g節の b-8eCtlon.

J7:舵芽菅生部の 堆管束の走向

8:+7節の C-section.

9:花集節の縦断面

10:幼甘煮基部の a-section.

6B～10B;第6節～第10節に蔚坐する芽｡

第6筋に初めて紋芽が潜生するが,それ以下の芽

のない節には横走する維管束が発達しない｡

ll:LT.;集跡粂 S;英和

12:+9節の B-section.

13:双芽節の B-section.

Thedevelopmentofnodalplexus,which
developinthenodewherelalateralbudhave
developedanddistributeabovetheleastrace
bundleandthepointswhereupperandlower
rnedullarybundlesmeet,di庁erwiththedeve-
lopmentalstageofthenodeand completed
withitsdevelopment.lnamaturenode,they
weredistributedalloverthenodea.ndvertical
distributionwaslarge.lnbasalnodesofyoung
caJleWhich didnotbear lateralbuds and

uppernodesofcanebearing ears,no nodal
plexuswereseen(photo.2,4,5,9,10)･

Vascular bundleswhich develop in the
lateralbuddevelopedtoinnerpartsasthe
Cane matured.Sincein agood one-nodal
cuttingthedevelopment ofvascular bundle
wasgood,thegoodn･ess ofa cutting is not
onlydecidedbythestoredfoodbutalso by
the development oevascular bundleswhich
makepossiblethetranslocation ofnutrients
andwatertothebud.Therefore,thedevelop-
mentofvascularboundlesin considered to
havecloserelationwiththegoodnessofcut-
tings.Anditalsoconsideredthatthedevelop･
mentoftissues.inanodehavetodowiulthe

functionandlifeofrootsofthecuttings.






